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（目的） 

第１条 この規程は，国立大学法人大分大学（以下「法人」という。）における教育，研究，財

務，社会貢献活動等（以下「教育等」という。）の目標設定，戦略の立案等法人が意思決定を

行う際に必要なＩＲ情報のマネジメントに関し必要な事項を定める。 

 

（定義） 

第２条 この規程において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところによる。 

（１） ＩＲ Institutional Researchをいい，教育等に関する法人の活動についてのデータ

を収集及び分析し，法人の意思決定を支援するための調査研究を行うことをいう。 

（２） ＩＲデータ 大分大学ＩＲセンター（以下「ＩＲセンター」という。）がＩＲレポート

を作成するために保有する職員，学生及び組織に係るデータ並びに教育等に係るデータ

をいう。 

（３） ＩＲレポート ＩＲセンターにおいてＩＲデータを統計，集計又は可視化処理したも

のをいう。 

（４） ＩＲ情報 ＩＲデータ及びＩＲレポートの総称をいう。 

（５） 理事等 理事，監事，副学長，学長特命補佐及び学長補佐をいう。 

（６） 部局等 国立大学法人大分大学部局を定める規程（平成１６年規程第１４号）第２条

第３項第１号に規定する部局及び国立大学法人大分大学教員組織規程（平成２８年規程

第６１号）第２条に規定する部門をいう。 

（７） 部局等の長 前号に規定する部局等を掌理する者をいう。 

 

（ＩＲデータの収集及び活用） 

第３条 部局等の長は，ＩＲセンター長の依頼に応じ，部局等に関する教育等に係る情報を提供

するものとする。 

２ ＩＲセンター長は，法人の教育等の目標設定，戦略の立案等に活用する目的以外の目的によ

り，部局等に関する教育等に係る情報の提供を部局等の長に依頼してはならない。 

３ ＩＲセンター長は，収集したＩＲデータを有効活用できるよう，学長，理事等及び部局等の

長にＩＲレポートを提供することができる。 

 

（ＩＲデータの提供） 

第４条 学長，理事等及び部局等の長は，第６条に定めるマネジメントへの活用に当たり，ＩＲ

センター長にＩＲデータの提供を求めることができる。この場合において，ＩＲセンター長

は，学長，理事等及び部局等の長にＩＲデータを提供するものとする。 



 

（ＩＲレポートの利用） 

第５条 ＩＲレポートは，法人の教育等の目標設定，戦略立案等を図るための基礎資料を作成す

るため，利用するものとする。 

 

（ＩＲレポートのマネジメントへの活用） 

第６条 学長は，ＩＲレポートを活用し，法人の教育等に係る機能の最大化を図るものとする。 

２ 理事等は，ＩＲレポートを活用し，担当する職務の見直し及び改善を行い，教育等に係る目

標設定，戦略立案等を図るものとする。 

３ 部局等の長は，ＩＲレポートを活用し，部局等における教育等を円滑に実現するための目標

設定，戦略の立案等を行うものとする。 

 

（分析依頼及びＩＲレポートの提供） 

第７条 学長，理事等及び部局等の長は，前条に定めるＩＲレポートのマネジメントへの活用に

当たり，ＩＲセンター長に必要な分析を依頼することができる。この場合において，ＩＲセン

ター長は，学長，理事等及び部局等の長にＩＲレポートを提供するものとする。 

 

 （ＩＲ情報利用者の責務） 

第８条 ＩＲ情報を利用する者は，国立大学法人大分大学個人情報の保護及び特定個人情報の取

扱いに関する規程（平成２７年規程第６１号），国立大学法人大分大学情報セキュリティ基本

規程（平成２３年規程第９号），国立大学法人大分大学法人文書管理規程（平成２３年規程第

２３号），その他関係規程等に基づき，ＩＲ情報の適正な管理及び運用をしなければならな

い。 

 

（雑則） 

第９条 この規程に定めるもののほか，法人のＩＲ情報のマネジメントに関し必要な事項は，別

に定める。 

 

附 則 

この規程は，令和５年５月１６日から施行する。 

 


